
 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年４月から、看護部長に就任いたしまし

た、木下洋子と申します。急性期病院で２８年間今

まで看護を行ってきました。今回、ご縁を頂きまし

て当院でお仕事をさせていただくことになりまし

た。どうぞよろしくお願いいたします。 

看護部は、看護職・介護職で構成され、他職種と

の連携・情報交換を大切にしながら、チーム医療を

ベースに患者さんの療養生活を快適に過ごしてい

ただけるように日々努力しております。その中で看

護師の重要な役割として、患者さんの日々の状態確

認をしっかり行うことでリハビリをスムーズに進

行させることができます。病棟生活の中でもいかに

患者さんの活動量を増やしていけるかが、その患者

さんの身体を回復させるカギになります。常に在宅

復帰を想定して日常生活のケアに時間をかけてい

きます。個別のリハビリで獲得した「できる日常生

活動作」をさらに、「日常で活用できる生活動作」

へつなげていくことが私たち看護師の役割です。 

さらには、患者さんは急性期には混乱状態にあり

ますが、回復期で意識がはっきりしてこられると障

害が受容できずに悩まれる方が沢山おられます。

「麻痺した手足はどの程度良くなるのか」「本当に

歩けるようになるのか」など強い不安で一杯になら

れます。長期の入院中に患者さんの多くが不安とス

トレスから不安定になる時期を経験されます。その

ような状況を早期に受け持ち看護師が把握して、サ

ポートしています。看護のプロフェッショナルとし

て、常に患者さんとの１対１の強い信頼関係を築き

「私の患者さん」「私の看護師さん」そう言い合え

る関係を築いていけるように、日々精進してまいり

ます。常に患者さんに安心感・満足感を与えられる

ように看護の力を発揮していきたいと思っており

ます。 

 

今後ともよろしくお願いいたします。何かお気づき

のことがございましたら、ご遠慮なくお申しつけいた

だけましたら幸いです。 

 

看護部の理念 

 

 

 

 

 

今年度も、新入職員１０名が看護部の仲間に加わり

ました。仲間の力は大きく、心温かい先輩たちばか

りです。共にがんばりましょう！ 

皆さんのフレッシュな風を琵琶中に吹き込んでく

ださい。期待しています。 

看護部長 木下洋子 

 

病院理念「慈（めぐみ）の源“マザーレイク”のように、琵琶湖中央病院は地域の皆さまの心と体のよりどころとなるよう努めます」 

琵琶湖中央病院 
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日時：5/12（金）13：30～15：30 

        5 階 研修センターにて 

講演：吉田 祥子 前看護部長 

「認知症について」 

☆認知症予防体操 

☆健康チェックコーナー 

（身長・体重・血圧・BMI・骨密度） 

皆様のご参加ありがとうございました。 

患者様やご家族の人権を尊重し、優しさと

思いやりのある看護・介護を提供し、地域

で信頼される病院つくりに貢献する。 

 

私たち看護部は看護の専門性

を発揮し地域に貢献します 


